
旧日銀関出支庄 んネスホール

所 在地:I再出県綿w市内山下1-6-20

工 年 :1922年

改鯵年:2005年

思 途:(改鯵爵〉銀行

〈改移後)多目的ホール

所 右者:I荷山県

改持設計者:V槻佐藤建築事務所/

接関組合岡山県設計技争f.iセンタ

改修雄工者:鞠大本組、総中央設備

側片山議機工業所、総みのるガ}デンセンター

この建物は、長野宇平治の設計により� 1922年ι竣工した授史的建造物であり、都市景観のシンボ

ルと親しまれてきた涯史がある。 RCの柱梁の聞を 45~50cmの煙い煉J5Lで埋めた重躍な外畿に特設

がある。展根はアングルリベット接合によるトラス講遣でメインホールの大きな空間告と飛出し、そ

の上にRCスラブが打たれている。

この建物宏、飲食も3蒸しめるコンザートホ…ルとしてF等生するにあたり、離援補強が行なわれた。

臭い建物を永く残すためぷは、その時誌の要請に応、え、人々が安全に決議に使い続けることが必要

である。そのためには、耐震議強を施し各種の設舗を更新する必要があるが、ここではメインホ}

ル内に� 4本の柱を設け、語す援要素としてだけでなく、機能変更に伴い追加すべき設梯を集約する方

法が痛いられている。柱はあえて既存のデザインに同化させることなく印象的なデザインとし

極的に見せると共に、スピーカ}総設・空調ダクト・スポット照明の読まりスペースとして大胆に

利用されている。

新設された� 4本のL字壊の鉄骨メガ柱拐互を既存鉄骨盤綬構造の中に一体化して設けたトラスで

結びラーメン架構を新設している。離性の高い建物を、鉄骨で補強するには詳細な検討が必裂であ

るが、同じ設計者の長野宇王子治による阿績の建物が阪神大鐘災で欝壊したことから、ここで用いら

れた槙強方法のラーメン効果と鉛直荷葉支持語力に期待することで、大地箆持の鵠壌を防ごうとい

う思想、と考えられる。

さらに建物の正面を印象付ける� 4本のコリント式の柱も鉄骨のiE材で捕強したうえで本体建物と

一体化した誌か、煉瓦壁にはグラウトミルク投入を行ない、さらにコ}ナ一部や…部の壁面を鋼板

補強するなど、さまざまな配蟻が施されている。

空調設備としては、従来の盤、下にあるラジエタ~ (n支援〉スベ、問峨スと床下の記管トレンチを利到し、

大空間の錆率的空調として居住域だけの空調を実現させれば、より省エネで効果的な空間が創造で

きると患われるので、さらなるリニューアルの機会があれば是非績討していただきたい。

ホワイエなどの新築識を増築し、外塀を取り除いて関かれた都市公関を整僻するとともに、銀行

建築が新しい機誌を持って生まれ変わった好例と考えられる。� 
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